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　特集　アフリカの今

現下の焦点は債務危機

アフリカ経済に関する喫緊の関心は

債務問題に集まっている。今世紀初頭

の資源ブーム時にアフリカ経済は中国

をもしのぐ高成長を呈し、地域総生産

（GDP 合計）はおよそ４倍に増えたが

（図１）、その中で各国政府はインフラ

建設を中心に多額の資金を借り入れた。

その返済期が訪れ、国によっては返済

不能に陥ったのである。この状況は

1980 年代に似ているが、当時は ODA

はじめ公的債務がほとんどだったのに対し、今

回は民間債務と中国からの借り入れが大きい。

資源ブームの終了とともにアフリカの高成長も

止まったから、債務救済以外解決の方途はない。

世紀の変わり目には公的債務の帳消しが行われ

たが（重債務貧困国スキーム）、今回は民間債務

の扱いと中国の対応が鍵を握っている。

アフリカ諸国の GDP は原油など資源価格に

連動する（図１）。非先進国はおおむねそうで、

例外は製造業輸出を経済成長の原動力にする東

アジアだけだ。非先進国の中でも特にアフリカ

は GDP と資源価格との相関が強い。新型コロ

ナ禍やウクライナ戦争といった不測の事態が

あったとはいえ、債務危機は十分予測し得たと

いえる。中国も対アフリカ融資を引き締めてい

るから、今後、政府の資金調達は滞り、インフ

ラ案件に大きな動きはなくなるだろう。

となれば、民間投資の動向がますます重要に

なってくる。その点で、コロナ禍の最中にあっ

てもアフリカのスタートアップに対する投資額

が増加していることは心強いし、国際ビジネス

がアフリカをどのように見ているかを示唆して

いる。

マクロ数値よりミクロ経済が重要

通常アフリカ経済については国別の GDP を

ベースに、経済成長率やインフレ率が論じられ

るが、こうしたマクロ経済指標は本来政府のた

めの政策指標だ。だが、アフリカ諸政府の経済

アフリカ経済は今どうなっているか
人口増加を背景に、アフリカの消費財市場の規模は驚異的な膨張を続けている。
日本企業はどこまで入り込めているのか。
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（出所）United Nations National Account, UNCTADSTAT より作成

図１．アフリカ諸国のGDP合計と原油価格
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